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全体研究主題

一人一人の児童が意欲的 に学習 し,

あるための指導の工夫

社会生活の意味 にっいて 自分な りの見方 ・考え方 を深

目 次

1,中 学年分科会 一人一人の児童が体験的学習を通 して 自分 とのかかわ りで地域社会

におけ る生活の意味を とらえ,地 域社会の一員 としての 自覚 を高め

るための指導の工夫 2

2.第5学 年A分 科会 一人一人の児童が,産 業 や国土の様子について 自ら問題を もって見

方 ・考え方を深 めてい くことがで きる指導の工夫 8

3.第5学 年B分 科会 一人一人の児童が,産 業 や国土の様子 にっいて,意 欲的に追究 し,

自分な りの見方 ・考え方 を深めて い く指導の工夫

一 追究の段 階における評価 ・支援を中心 に して一 13

4,第6学 年分科会 一人一人の児童が,歴 史的事象にっ いて 自らの問題 を追 究 し,自 分

な りの見方 ・考え方を深 めてい くための学 び合 う学 習活動 と評価 ・

支援の工夫 19

○本年度 は,新 教育課程が全面実施 されて2年 目にな る。新教 育課程の基本理念は,21世

紀 を目前に して,社 会の変化に自 ら対応 して主体的に生 きてい くことがで きる心豊か な

人間の育成 を図 ることであ る。そのためには,児 童の自 ら学ぶ意欲や思考 力 ・判断 力 ・

表現 力な どの資質や能力の育成が重視 され る。各学 校においては,こ れ らの資質や能力

が一人一人の児童の身 に付 くような授業の改善が求 め られている。

○児童が社会の一員 として行動 し実践 してい くことがで きるようにな るためには,社 会生

活の意味につ いて,自 分な りの見方 ・考え方を深めてい くことが必要である。そ こで,

児童一人一人の興味 ・関心 に根 ざ し,個 の学習を成立 させ るために,教 師 はどのよ うに

児童の学習を評価 し,支 援 していけばよいのか明 らかに したいと考え,全 体研 究主題を

設定 した。 なお,研 究の推進 にあたっては,4っ の分科会を設置 し,各 分科会 ごとの研

究主題を設定 し,主 に授業実践を通 して,全 体研究主題 ・分科会研究主題を究明 して い

くように努めた。
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=灘 難 搬 糊皐〆 灘±
1研 究主 題設 定 の理 由

学習指導要領,第3・4学 年の 目標 において,「 地域社会の成員 と しての自覚 ・発展を願

う態度の育成」が重視 されている。本分科会ではこれを受 け,地 域のよさを発見するよ うな

体験的学習を重視 し,本 研究主題を設定 した。

児童は日頃か ら地域 行事への参加,地 域 の施設や商店 ・商店街の利用,さ らに工場,公 共

施設の見学等を通 して,地 域社会 とのかかわ りを もってい る。 こうした経験を基 に中学年分

科会では,児 童が 自分の生活を振 り返 り,自 分の生活 とその地域の人々とのかかわ りに気付

き,願 いや営みを理解 し,生 き方 に共鳴 ・共感で きる児童を育てたいと考 えた。そ して,こ

のよ うな学習の過程で学んだ ことを 自分の生活に生かす とともに,自 分の生 き方を考え られ

る態度,す なわち,地 域社会の一員 としての 自覚の育成をめざす ことに した。

地域社会の一員 としての 自覚 を高あるたあには,児 童 自 らが地域の社会的事象に働 きかけ

る体験的学習が有効である。直接見聞 きす ることや社会参加等 をす ることによ って,実 感を

と もな って学 習で きることや,問 題の解決をめざす中で,自 分 なりの見方 ・考え方 を伸ばす

ことがで きること,さ らに主体的に情報を収集 し学び合いなが ら学習できるという点 でこの

学習の意義が ある。地域行事への参加,地 域の諸事象の観察や調査等の体験的学習を通 して,

地域への愛着 や地域社会の一員 として積極的 にかかわ って いこうとする意欲や態度を育てた

い。 この ような意欲や態度 を育てるためには,体 験的学 習を指導計画の中に効果的に位置づ

け,児 童の追 究意欲を喚起 することが重要 とな る。そ して,体 験的学習における児童 の学び

の姿を見取 り,地 域の よさに気付 くことがで きる等の支援 を行 うことにより,地 域社 会の一

員と しての 自覚が高まると考え る。以上が本研究主題の設定理由であ る。

H研 究 のね らい

地域社会の一員であるとい う自覚 を高めるための体験的学習,お よび教師の支援の在 り方

を明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

地域社 会と自分の とのかかわ りを明 らかに し,地 域のよ さを発見す ることがで きるよ うな

体験的学習を進めることにより,児 童 は地域社会の一員 と しての自覚を高めることがで きる。
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N研 究 の内容

1地 域社会の一員 としての 自覚の高まった状態 とは

中学年分科会で は,児 童のどのよ うな姿を見取 ることができれば,地 域の一員 と しての 自

覚が 高まったと考え られ るかを検討 した。児童の実態及び地域の実態か ら「育 てたい児童像」

13項 目を設定 し,こ のような児童を育て ることを 目指 して,具 体的な活動を工夫 した。

〈育てたい児童像 〉

①地域に興味 ・関心を もつ子

②地域の姿 をあ りの ままにとらえることがで きる子

③地域にっ いて 自分な りの考えを もて る子

④地域の行事 に参加 した り働 きかけたりで きる子

⑤地域 とのつなが りを実感で きる子

⑥地域の人々の苦労や努力が分かる子

⑦地域の人々と交流す る子

⑧地域の人々の気持 ちを大切にする子

⑨地域を好 きになる子

⑩地域の ものを大切にする子

難 簸 茎論 」
上記の児童像を 目指 した体験 的学習によって,児 童は自分の住む地域への愛着を深めた り,

自分 も地域の仲間の一人だという存在感 ・所属感 ・充実感 ・連帯感が もてた り,地 域の人 々

の活動か ら自分の生活を振 り返 ったりす ることができる。 そ して,地 域や自分の生活をよ り

よ くしていこうとす る態度が育 って い くもの と考え る。

2「 地域社会の一員であるという自覚」を高めるための体験的学習

児童は自 ら考え,判 断 し行動す る時に,意 欲的 ・主体的に学習 に取 り組む。 さらに実物 に

触れた り,実 際に作業や操作 したりす る活動 等を通 して,実 感 を もって物事を とらえ ること

がで き,認 識を高め心情 を深める。

中学年の児童が,地 域社会の一員 と しての 自覚を高めてい くため には,具 体的活動 や体験

を重視 した学 習活動が大切であると考え る。 本分科会で は,主 に 「自分 とのかかわりが明 ら

か になるような体験的学習」 と 「地域の よさの発見にっなが る体験的学 習」を中心 に研究 を

進めた。
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3体 験的学習の具体的内容

本分科会で は,認 識 ・心情の過程に即 して段階的に体験 的学習を組み立てることで,地 域

社会の一員と しての 自覚 を高あて い くことがで きるもの と考え た。

(第3学 年 「学校の まわ りのよ うす」よ り)

認識 ・心情の過程
体 験 的 学 習 の 例

地域社会の よさの発見 ・自分 とのかかわ りの明確化

・自分の生活を振 り返 る ○感動や驚きがあり社会的事象 ○自分の生活と地域の人々やも
への興味 ・関心を高め る活動 の とのかかわ りに気付 き追究

・自分の生活 と地域 の人 [屋上か ら地域の様子を観察] 意欲を高める活動
々や もの とのかかわ り [実際 に地域を歩いてみる] [通学路地図を作る]

に気付 く [地域め ぐりを して地域の 人々
の話を聞 く]

・地域 の人々や ものに働 ○地域の人々の願いや営みに気 ○地域の人 々や もの に働 きかけ

きかける 付 き人 々の生 き方に共感で き 地域の人 々の願 いや営 みに気
・願いや営みに気付 く る活動 付 く活動
・人 々の生 き方 に共 鳴 ・ [地域探検に行 く] [施 設を見学す る ・利用す る]

共感する [地域の人か ら話を聞 く ・イ ン

タ ビューす る]

[地域のよいところさが し]

・学 んだことを生活 に生 ○自分たちの地域のよさに対す ○自分自身の生活に根ざした活

かす る意識を高める活動 動
[地域 を紹介す るパ ンフ レッh [夢 の町を作 るコ[地 域 の祭 り

作 り] や行事に参加する]

地域の素材を生か して地域社会のよさや

自分とのかかわりを体験的学習を通 して

追究する

感動 ・反 省 ・共 感 ・達成 感

地域のよさの発見 ・自分の生活や

生 き方 ・地域の人々の願 いや営み

地域社会の一員 と しての自覚の高ま り

○ よりよい地域に して いこうとする願いを

もつ

○地域のため に活動 している人々への感謝

の気持 ちを もつ

○地域をより具体的に理解する

0地 域のために協力 した り,奉 仕 した り,

行事に参加 した りす る実践 力がつ く

○地域の人々に対する誇 りと地域を愛する

心が培われる
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4評 価 と支援につ いて

(第3学 年 「私 た ちの くら しと商 店街 」 よ り)

主 な 学 習 活 動

(第1小 単 元:買 い物 し らべ)

(二)スー パ ー マー ケ ッ ト見学 ①
ぐ学 習 問題 をっ か む ため の体験 〉

(:)学習 問題 をっ か む

〈相 互 援助 ・相互 評 価 〉

(:)スー パ ー マー ケ ッ ト見学 ②

〈自分 な りの疑 問 を明 らか にす る体 験 〉

(=)報告 会で 分 か った こ とを報 告 し新 た な

学 習 問題 をつ かむ ぐ相 互 援助 ・相互 評 価 〉

(⊃スー パ ーマ ー ケ ッ ト見学 ③
ぐ人 々の願 いや 営 み を調 べ るため の体 験 〉

(⊃見学 や取 材 で分 か った ことを報 告 し,

互 いの よ さを認 め合 う 〈相 互援 助 ・相 互

評 価 〉

(第3小 単 元:買 い物体 験 へ)

・評価 の観点 ☆支援等 ()評 価の方法

・自分 な りの発 見 ・驚 きが あ った か

(学 習 カー ド ・自 己評 価 カー ド)

・自分な りの問題 をっか めたか(学 習 カー ド)

☆調査や表現の方法 ☆ グループの編成

・自分 なりの疑問を進んで調べたか

☆調査の方法(観 察)(学 習カー ド)

・調べ たことを効果的 に表現 し情報交換が

で きたか(作 品分析 ・観察)

☆表現方法 ☆ グループの再編成

・販売の工夫や努力に気付いたか

☆調査や表現の方法 ・インタビュー補助

・取材 した ことを効果的に表現 し情報交換

ができたか(作 品分析 ・観察)
☆表現方法 ☆ グループの再編成

興
味
関
心
を
も
ち
意
欲
的
に
活
動
し
た
か

(1)個 の学習の成立 のための評価 と支援の工夫

一人一人の児童が やってみ たい ことを作品分析 ・行動 観察等の様 々な方法を組み合わせ

て見取 り,個 々の学習問題 を明確化 し,そ の追究のために必要な調査方法等の支援 を続け

た。例えば,品 物の仕入れ先を調べ たいが その方法が思いっかない児童には,品 物の入 っ

て いる段 ボール箱の表示を解説 したり,仕 入担当者 に聞 き取 りをす る機会 を設定 したり し

た。 また,同 じよ うな問題を もった児童をグループ化 した り,調 べ たい事柄によ って これ

を再編成 した りす るな どの支援の工夫を した。

(2}主 体的学習を喚起する相互評価 ・相互援助の場面における評価 と支援の工夫

調べたことを発表する(報 告会)こ とを繰 り返 し行 うことによ って,自 分の考え方の不

十分 さに気付 くことがで きると同時に,主 体的な学習を喚起す ることがで きる。 この場面

では,互 いの報告を聞 き合い,互 いに気付 いた ことや知 っていることをア ドバ イスカー ド

に書 き込むよ うに した。 カー ドに書 き込 まれた内容を見取 り,情 報交換を行 う相手を紹 介

す るなどの支援 を行 った。 このことによ って,マ ーケ ッ トの品物の豊富 さや多様 な仕入れ

先が消 費者の願 いと密接な関係 にあ ることに気付 くことがで きた。

(31自 分 自身の学習を振 り返 り,学 習内容への理解を深め る自己評価の場面における評価 と

支援の工夫

振 り返 りカー ドを利用 して,分 か った ことと分か らなか った ことを整理す ることや,他 の

児童か らのア ドバ イスをも とに,自 分の活動を振 り返 ることによ り,学 習内容 の意味付けや

修正を した り,次 への学習のね らいを明 らかに した りす ることがで きた。学 習結果につ い

て否定的な評価をカー ドに記 していた児童に対 して,他 の児童 とよ さを見い出 し合 う場面

を設 けることによ り,自 分の活動の意義 やよさに気付 き,追 究意欲を取 り戻す ことがで きた。
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V実 践 事例

1小 単元名 第3学 年 「地域のせいそ う活動」(7時 間扱い)

2小 単元 の目標

・地域の清掃活動の様子や参加 して いる人 々に興味 ・関心を もち,進 んで調べ ようとす ると

と もに,地 域社会の一員と して協力す ることがで きる。(関 ・意 ・態)

・地域の人 々が協力 して住みよい環境づ くりにっ とめていることを考え ることがで きる。

(思 ・判)

・清掃活動 に参加 して いる人たちか ら聞 き取 ったこと,気 付いた ことを分か りやす く表現す

る ことがで きる。(観 ・資 ・表)

・住みよい環境づ くりのために地域の人 々が清掃活動に取 り組んで いることを理解す ること

がで きる。(知 ・理)

3研 究主題 とのかかわ り

本小単 元では,地 域清掃を行 って いる地区の老人会の人たちへの聞 き取 り活動や,一 緒 に

地域清掃 を行 う体験的学 習を中心 に進めた。その ような学習活動の中で,日 頃気付かないと

ころで地域の人 々が活動 してい ることに児童の目は向 き,人 々の願 いや努 力を実感を もって

とらえ られるとともに,自 分たち も地域 社会の一員 と して協力 しよ うとする意識が高め られ

るもの と考えた。

認識 ・心情の
体験的学習を通 して期待す る主な学習内容

過程

・生活を振 り 身近 な人 々がよりよい環境づ くりのために活動 している事 観察 ・調査

返 る 実 を と らえ る。 社会参加

・か かわ り 実際 に活動 している人 々に話を聞 いた り,一 緒 に清掃活動を 観察 ・調査

・働 きか け る 行 うことによって,人 々の願いや努力に共感す るとともに, 社会参加

・願いや営み 地域の清掃 についての 自分な りの考えを もつ。

・共 鳴 ・共 感

・自分の生活 老人会の人たちに,感 謝の手紙 を書 く活動を通 して,よ りよ 制作

に生かす い環境づ くりのたあに,自 分たちで もで きることを明 らか に (手紙を書

し,実 践 してい こうとす る意識 を高め る。 く)
`

4実 践記録
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〔学習内容] [体験的学習〕 [児童 の反 応、r評 価 の観点」]

汚れ た歩道 、 ごみ 集積所 な

どを見 て話 し合 い,だ れが

きれ いに して いるのか関心

を もつ。

ごみ のた くさん捨 て られて

いる学校 前の歩 道の様 子を

見て,実 際 に自分 たちで,

そ のゴ ミを拾 う。

[支援☆]

;登織 麟 饗難1総
『学 習のね らいが 明 らか にで きたか』

奉仕活動で学校周辺の掃除

をしている老人会の人たち
の活動の様子,願いを知る。

質 問の観点 を決 め,老 人会

の人たち に直接 聞 き取 りを

す る。

・老 人会の人 はみんなの た ☆質問 す る内容 を明確化 す る。

め に掃 除を してい る。 ☆聞 き取 った内容 か整理 で き

・ごみが多 くて たいへん。 るよ う助言す る。

『観点 にそ って 聞 き取 ってい たか」

i

清掃活 動に参加 す ることに

より,人 々の苦労 や 喜びを

共感的 に と らえ る。

老 人会の人 たち と一緒 に学

校 前の清掃 をす る。

・とて もたいへ んだ った
。 ☆ よい活動を称 讃 し,活 動へ

・きれいで気持 がよ い。 の 意欲を高 め る。
・ごみを捨て ないで。

『老 人会の人 と協力 し,共 感 しなが ら活動 で きたか 』

老人会 の人 たちに感謝の 手

紙を 書 くことによ り,自 分

な りの考えを ま とめ る。

清掃活動 の話を聞 いた り,

い っ しょに歩道の掃 除を し

た感想や 気持 ちを手紙 で老

人会の方 々に伝え る。

☆表現 方法 の助言を通 し,考

えや気持 ちを整理す る。

『活動 した経験 を生か しなが ら手 紙を書 けたか』

5考 察

○観察 ・調査や清掃活動への参加 という体験的学習 によ り,児 童の意欲は高 まり,実 感 とし

て人 々の心情や 自分たち とのかかわ りを とらえ ることが できた。

0学 習 した こと,体 験 した ことを 自分の生活 に生かす ことがで きるようにす るためには,児

童が活動を意味付け した り,価 値付 け した りす ることがで きるよ うな支援が必要であ る。

学習の方向性を明確化 して体験を繰 り返す 中で,一 人一人の意識の高 まりがみ られ た。

VI研 究の成果 と今後の課題

1研 究 の成果

○中学 年児童にお いて 「地域社会のAと しての 自覚」とは何か にっいて13項 目の児童像で

示 し,そ の児童像にせまるための体験 的学習の内容や方向性 を示す ことがで きた。

○児童の認識 ・心情の過程に即 して,体 験的な学習を組み立 て,そ の具体的展開を通 した 「地

域社会の一員 としての 自覚」の高 まりの道筋を明 らかにす ることがで きた。

○児童一人一人の学習活動の評価 とそれに応 じた具体的な支援 とによって,個 の学習を成立

させ るための方法を明 らか にす ることがで きた。

2今 後の課題

○体験的学 習をよ り一層豊か な ものにす るために,地 域の人材や素材を発掘 し,地 域 との交

流を 日常的 に進 めて い くことがで きるように,指 導計画の中に位置付 けを図 る。

○「地域社会の一員と しての 自覚」を高めてい く際に,体 験 的学習 と他の 多様な学習活動(表

現活動等)と の関連の させ方 にっいて,実 証的に解明 してい く。
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研 究 主 題 〈第5学 年A分 科会〉

一人一人の児童が,産 業 や国土 の様子につ いて

自ら問題を もって見方 ・考え方を深 めてい くことがで きる指導の工夫

1主 題設定の理由

本分科会では,ま ず社会科の学習 に対す る児童の実態調査を行 った。その結果,児 童 は興

味 ・関心 を もっていることを調べた りまとめた りす る学習が好 きであ ることが分か った。 ま

た児童は,自 分な りの多様な追究方法 ・表現 方法を取 り入れて学習を進めたいと考えて いる

こと も分か った。 しか し,児 童が実際に行 って いる学習問題の追究は,え て して,社 会的事

象面だけにとどま り,自 分 とのかかわ りでと らえ ることが少 な く,社 会的事 象に対す る見方

・考え方が不十分であることも分か った。そこで一人一人の児童の興味 ・関心 に基づ いて 自

分な りの見方 ・考え方 を深める学習が必要 とな って くる。

すなわ ち,児 童一人一人が基礎的な ことを身 に付 けるとともに,自 らの学 習問題 を自らの

方法で意欲的に解決す ることを通 して,自 らの考え方を深 めて いく学習指導が大切 とな る。

そ こで,児 童一人一人が産業や国土の様子 について問題意識を もち,そ れ を自分の問題 と

して意欲的に追究 して い くことによ って,社 会的事象に対す る見方 ・考え方 を深めて い くこ

とがで きるよ うな指導の工夫の在 り方を求めて,主 題を上記のよ うに設定 した。

II研 究のねらい

児童一入一人が産業や国土の様子 にっいて 自分なりの見方 ・考 え方を深め ることがで きる

ようになるために,学 習過程 ・学習活動の工夫 とそれに伴 う評価 ・支援の在 り方 をどのよ う

に工 夫 した らよいのかを明 らかにす る。

皿 研究の仮説

○ 児童一人一人の学 習活動の様子 を評価 し,児 童相 互の交流 を促す等の評価 ・支援 を行 う

ことによ り,児 童 は自分 なりの見方 ・考え方を深め ることがで きる。

○ 人間の営みを追究 し,多 様 な生 き方に共感で きるよ うな学 習過程や学習活動を工 夫す る

ことによ り,児 童 は見方 ・考 え方を深 めることがで きる。

IV研 究の内容 と方法

1人 とのかかわ りについて

一人一人の児童が 自らの学習問題を 自らの方法で意欲的に追究す ることを通 して
,自 らの

見方 ・考え方を深めてい くよ うにす ることが大切である。その ためには,学 習の中で児童が

人 とのかかわ りを実感す ることがで きる具体的な活動を行 うよ うにする 二とが必要であ る。
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なぜな ら人 とのかかわ りを重視 した学習に より,知 識を得 ると同時に,協 力 し合 って働い

て いる様子や仕事に打ち込む真摯な姿,生 産への願いや工夫 ・努力,仕 事への喜 びや誇 り

に触れたり,感 じた りす ることがで きるか らである。それによ り,児 童 は人の社会的営 み

に対 して共感を覚え,意 欲的に追究 し,社 会的事象に対す る見方 ・考 え方を深あることが

で きると考え る。

○ 人 とのかかわ りをもった活動

伝統工業の単元で,紙 す き職人のSさ んの仕事の様子のVTRを 見ることにより,自 分

の体験 した紙す きとの違いをいろいろ発見 し,発 表 し合 う中で仕事にかけ るひたむ きさや

苦労等 に気付 いてい った。

・事例(小 単元 「伝統工業」の児童の ノー トより)

0児 「毎 日紙をす いているはず なのに,す いている紙 を見 る目が真剣なの に驚 いた。」

M児 「1枚 す くの に も大変だ ったのに,あ れ よ り大 きい ものを500枚 もす くの はとて

も大変だ。」

2共 感的理解について

(1)産 業に従事 している人々への共感的理解 の分類

分科会 と して,共 感的理解を 「人の生 き方にせ まり,自 分 とのかかわ りで人をと らえ る

こと」 とと らえ,次 のよ うに分類 した。

産業に従事 している人々への共感的理解の分類(小 単元 「伝統的工業」の授業よ り)

感覚的 とらえ方

・情 緒的 にとらえる

認知的 とらえ方

・事実を通 して 「人」に接近す る

「紙 す きは,む ず か しそ うだ 。」

「たい へん そ うだ。」

「あんなに小 さ くて も重か ったのに

あんな大 きいのをよ くで きるな」

x
価値 的と らえ方

・ 「人」の価値を とらえ る

行動的 とらえ方

・ 「人」と自分 とを結びっ ける

「手す き和紙 をっ くる人がいな く

な った ら残念だ。」

r手 す き和紙を使 ってみたい。」

② 産業 に従事 している人 々への共感的理解 をせまる学習過程

先の共感的理解 の分類 を参考 に し,〈 人 に出会 う→せ まる→共感す る〉 とい う学習の流

れを考 えた。
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学 習 過 程 主な学習活動等 評 価 ・支 援 のtイ ン ト 具 体 例

人 ・驚 き ,興 味,関 心 な ど ・Sさ ん が す い た 和紙 ・児童 が どの よ うな 驚 き, ・和紙の値段の大きな違

と を 大 切 に し,追 究 意 欲 rも の)と 機 械 す き和 興 味 ・関 心 を も った か い か ら 「ほ か の もの で

の
を もつ 。 紙 とを,自 由 に 比 較 す を 見取 り,一 人一 人が 似ているけれど値段が
(出 会 っ た 「人」 に対 る。(間 接 的 出会 い) 学習問題を設定できる 違 う もの が あ るで しょ

出
す る興 味 ・関 心 を もつ ・2枚 の 和紙 の比 較 か ら よ う に す る こ とが 大 切 う」 と経 験 を 振 り返 る

会 こ とが で き る よ うにす ど うして値段の違 いが生 で あ る 。 よ う促 す。

い る 。) まれるのかを予想す る.

・ 「人 」 を と り ま く社 会 ・Sさ ん を と り ま く小 川 ・児童が多様な資料をも ・活動 して い る 様 子 を 見

的事象を資料を活用 し 和紙の状況について追 と に,人 を と りま く社 取 り,「い い こ とを 調 べ

て 追 究 す る。 究 す る 。 会的事象をつかんで調 て い るよ 」 と称 賛 す る。

人
(「人 」を と りま く社 会 立 地 条 件,原 料,作 り べ よ うと して い る か を ・つ ま ず き を 見 取 り ,「あ

的 事 象 に対 す る 見方 ・ 方,生 産 量,消 費 量, 見取 り,追 究活動が進 あ の グ ルー プ の 資 料 の

考え方をもつことがで 職人の減少等 め られ る よ うに す る こ 使い方を参考に してこ
に き る よ うに す る。) とが 大 切 で あ る。 らん 」 と交 流 す る よ う

に 勧 め る 。

せ ・ 「人!の 生 き方 を追 究 ・紙 す きの 体 験 を す る。 ・児 童 の 「人 」 の と らえ ・VTRでSさ ん の 仕 事

す る 。 ・Sさ ん のVTRを 視 聴 方 を 見取 り,r人 」の 心 の様子から人にせまれ

ま す る 。 情 面 に せ まる よ うに す る点に気付かない場合

(手 紙,電 話,直 接 会 ・Sさ ん が 紙 す きを 続 け る こ とが 大 切 で あ る. 「何 を 考 え な が らす い

う等の直接的な追究を る理 由 を 考 え,手 紙 で て い るの だ ろ う」やrど
る

通 して 「人 」の 心 情 面 尋ねる ん な 願 い を も って 紙 を

にせ ま る こ とが で き る 扱 って い るの だ ろ う」

よ う に す る。) の視点を与え.再 視聴

を 促 す 。

1・ 自 分 と のか か わ りで ・Sさ ん の 返 事 を も と に ・自 分 と の か か わ り で ・自分 との か か わ りで と

人i「 人」 を と らえ る。 自分 の 生 活 を 振 り返 り, 「人」 を と らえ て い る らえている児童同士に

に
「自 分 な りに考 え を 深 「学 習 の ま とめ 」 を書 か を 見取 り,自 分 の 生 意 見の 交 流 を 勧 め.と

丘
め,そ れ を 作品 に ま と く 。 活 を振 り返 る よ うに し らえ て い な い 児童 に は,

愚
め る こ とが で き るよ う

に す る。)

た り,自 分 を 相 手 の 立

場 に 置 き換 え た りす る

「Sさ ん の 生 き方 は.

自 分の 生 活 や 夢 と比 べ
す こと が 大 切 で あ る。 る と ど う なの?」 と 自

る 分の生活に置き換える
よ う促 す 。

(「伝統的工業」の授業よ り)

(3)産 業に従事 している人 々への共感的理解を促す学習活動

ア 体験的活動

人の苦労 ・工夫 ・努力に気付 くような体験 を取 り入れ たい。体験することにより単 なる

知識 と してではな く,実 感を伴 って理解す ることがで き,人 の工夫,苦 労にせ まって い く

ことが可能になると考え る。

ただ ここで留意 しなければな らないのは,何 のたあに体験を取 り入れ るのか,何 を体験

す るのかを明確にす ることである。その体験 的活動の位 置付けに留意 しなければな らない。

学習過程の 「せ まる段階」では,一 人一人の児童が和紙の作 り方を確かめた り,手 す き

和紙の技術の難 しさ,仕 事の大変 さを とらえた り,伝 統 を守 る生 き方に触れた りす るため

に,紙 す き体験 を取 り入れた。

・事例(「 振 り返 りカー ド」よ り)

S児 「だ いたん にす きけたをまわせ と言われたが,重 くてで きなか った。」
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イ 人にせ まる活動

人にせ まる活動は さまざまな方法があ る。 切り口と してその人の作品か ら追究す る方法,

あ るいは,そ の 人に関す る資料やその人を取 りま く状況の資料を もとに,事 実把握 を し,

追究す る方法な どが考え られ る。 さらには,実 際にその人を取材 したり,手 紙,電 話など

による直接的な手段 による方法等が考え られ る。 このよ うな方法 により人に接近 してい く

ことで,人 の苦労や工夫,願 いなとを実感を もって理解 し,人 の生 き方 に共感することが

で きる。

・事例(rSさ んの返事に対す る感想」 より)

N児 「Sさ ん は和紙 を使 うお客 さん に喜んで もらえることが うれ しいので,和 紙づ くり

の仕事を続 けて いるのですね。早 く後継者が見っか るといいですね。 もし私がで

きるの な ら,Sさ んの弟子になって紙す きの仕事を手伝えた らと思 います。」

ウ ー人一人の 「考え」の交流活動

交流するためには,ま ず自 らの 考えをは っきりとさせなければな らない。 はっきりと し

たところか ら,友 達の考え方を知 り,自 らを顧みて,修 正 した り,取 り入れた り,補 足 し

た りす ることがで きる。 また,友 達か ら刺激を受 け,意 欲をか きたて られた り,自 分と異

なった考えや態度を とる友達への共感を生んだ りす ることがで きる。

・事例(「 振 り返 りカー ド」より)

「どのよ うな願いを もって仕事を続 けるのか」にかかわ って

1児 「技術をな くさないようにす るために,Sさ ん は仕事を続けてい る。」

↓(考 えの交流活動)

1児rSさ んは技術をな くさないためだけでな く,紙 す きの仕事を好 きだか ら続けて

いると考えた。 」

3学 習過程 ・学習活動 に対応 した評価 ・支援 について(「 伝統的工業」の授業よ り)

㈲ 「出会 う」段階での評価 ・援助

手す き(A)と 機械 す き(B)の2種 類の和紙の比較か らはい った。児 童は紙の匂 いを嗅 い

だ り,や ぶ いたり しなが ら様 々な考えを出 した。rこ れ は和紙 ではないか」,rBよ りもA

の方が丈夫 である」f$は 再生紙で ある」 といったよ うに今までの 自分た ちの経験 を生か

して考えて いた。その 後,そ れぞれの紙の値段(手 す き1200円,機 械す き250円)を 提示

したことで児童に 「なぜ,そ ん なに値段が違 うのか 」とい う疑問が生 じて きた。 この時点

でS児 は値段の違 いには驚 きなが らその理 由までは考え ることはで きな った。そ こで 「他

の もので,似 ているが値段 が違 うもの はないか」と考え る視点 を示す と,「 車 は外国製の
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方が高いか らきっとこの紙 も外国製ではないか」 とい う予想 を発表 した。Y児 はその考え

に対 して 「洋服は日本製の方が高 いか ら,安 いほ うが外国製 だ」 とい う予想 を発表 した。

さらに視点を変えると 「原料の違 い」「作 った人や会社 の違 い」「作 り方の違 い」等が予想

として出された。

この段階の支援で は,学 習問題を一人一人が もて るようにす るために様 々な考えを交流

す ることや児童のこれまでの経験を呼び起 こす ようにす ることが大切であ る。

(2)「 せ まる」段階での評価 ・援助

児童 は グループに分かれ 「和紙の原料」「和紙の作 り方」「和紙の産地」 「和紙の使われ

方 」についてそれぞれ追究 してい った。児童はそれ までの学 習で身に付けた追究方法 を生

か して,図 書室で和紙 に関す る本を探 した り,各 自が所有す る資料を持 って きたり して調

べ た。 そこで児童の活動 の様子を見守 りなが ら,「 よ く見つけたね」,「いい こと調べて る

ね」と追究意欲を高めた り,持 続す るよ うな励 ま しや称賛を した。 また,ど のよ うな本 を

見れば いいのかわか らないグループに対 し書 名を教えた り,他 の グループの様子を参考 に

す るよ うに助言 したり した。 また,あ るグループか ら 「和紙をす いてみたいので材料が ほ

しい」 と要求があ り,他 のグループか らは 「黒皮 と白皮 とあ るが よ くわか らない」 と相談

され,教 師所有の資料(文 献や実物)を 提示 した。

この ように,こ の段階での支援 は,児 童 自身が学習問題 に向 って追究 してい る様子を見

守 りなが ら,児 童か らの要求 を満 たす ことや相談 にの ることな どで児童が問題の解決を図

れ るよ うにす ることと,意 欲を高めたり持続 して追究 した りで きるよ う児童に励ま しや称

賛の言葉かけをすることが大切である。

(3)「 共感する」段階での評価 ・支援

S児 は自分の追究結果 か ら,ま ず 「1日 に10時 間以上 も働 いているので驚いた」と認知

的 にとらえていた。Sさ んの話を聞 いた後は,「 和紙す きのあ とを子供が継 いで くれない

と聞いて少 し悲 しか ったです。それ に職人 さんが いな くな ると残念です。」と価値的な と

らえ方 も加えるようにな った。

そこで,さ らに 自分の生活 と較べて考え るよ うに視点を示 した ことによ'り,「伝統工 業

を守 ることはすば らしいと思 った。で も私 にはあの ような大変な仕事 は自信がない。私 は

和紙 ではな く自分の夢の方へSさ んみ たいに歩んでいきたい。」と発表 した。

この段階で は,児 童がどの ようなと らえ方で人に共感 して いるのかを見取 り,前 述の四

つの と らえ方 に広げ られ る ことがで きるよ うな支援 を,例 えば 「資料 の提 示」,「考えの交

流」,「考 える視点の例示」等 により行 い児童の人への共感的理解 を促す ことが大切であ る。
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V研 究の まとめと今後の課題

1児 童の興味 ・関心 や疑問,考 えを,発 言や表情,ノ ー トや作品,教 師か らの問 いかけに対

す る反応等により見取 り,学 習活動 に対 して励 ま しや称賛の言葉か けを した り,児 童 自身の

要求か らくる高次な学習内容や追究方法,資 料等で相談にの った りす ることで,児 童 は意欲

を もって学 習に取 り組み,学 習問題 に対する自分な りの考 えを もつ ことがで きるよ うにな っ

た。 さらに,児 童相互の考 えの交流の場 を もつ ことによ り,自 らの考えを確認 したり,修 正

や補足を加えた りし,見 方 ・考え方を深 めることがで きるようにな った。

2「 つかむ」段 階での学習 において,児 童の興味 ・関心 に沿 った資料を,疑 問や驚 きを生 じ

させ るよ うに工夫 して提示 し,入 との 「出会い」を焦点化 させ たことによ り,児 童 は人間の

営みの追究 とい う視点 に立 って学習を進 あることがで きた。人 とのかかわ りで学習を進め る

ことによ り,児 童 は学習す る社会的事象を身近 に感 じ,意 欲的 に追究 し考え るよ うになり,

出会 った人の生 き方を共感的に理解 し,見 方 ・考え方 を深めて い くことがで きた。

3実 践 した単元以外の学習に も 「人とのかかわ り」を取 り入れ る方 法を明 らかにす ることや,

児童 の学習状況をよ り詳 しく評価す る方法をさ らに工夫 してい くことが今後 の課題である。

研 究 主 題 〈第5学 年B分 科会〉

一人一 人の児童が
,産 業 や国土の様子 につ いて,意 欲的に追究 し,自 分 な りの

見方 。考 え方を深めてい く指導の工夫

追究の段階 における評価 ・支援を中心 と して

1主 題設定の理 由

1新 しい学力観 ・指導観か ら

これか らの学校教育 において は,時 代的要請を受けて,ど ち らか とい うと画一的で固定的

な知識を一方的 に伝達 しがちであ った従来の教育の在 り方を,大 き く転換 してい くことが強

く求 め られて いる。

その新 しい教育の在 り方 を具体的 な言葉で言い換え るな らば,

① 自 ら学ぶ意欲を大切にす る。

②驚 きや感動のある学 習材 によ り,児 童 自 らが必要感を伴 う問題 を もて るよ うにする。

③問題の解決にあたっては個 々の興味 ・関心や既有知識や体験 によ って資料 や学習の方法が

選択で きる,柔 軟な学習過程 を工夫す る。

④個 々の学 習状況を評価 し,そ れを指導に生かす ようにす る。

一13一



⑤ 生 きるために必要な知識や技能 を獲得できるよ うにする。

と言える。

本分科会で は,こ の新 しい教 育の在 り方を具現化す るために,上 記の主題を設定 し,研 究

を進 めた。

2全 体主題 との関連

本分科会で は,全 体主題 「一人一人の児童が意欲的に学習 し,社 会生活の意味にっいて 自

分な りの見方 ・考え方を深めてい くための指導の工夫」に示 されて いる 「意欲的に学 習す る

こと」と 「社会生活の意味 にっいて自分なりの見方 ・考え方を深め ること」 とは相互に支え

あ う関係にあるととらえた。

そ して,本 分科会で は,研 究の焦点化をはかるために,学 習過程全体を通 しての研究では

な く,次 にあげ る理由か ら,学 習問題を個 々の学習計画に したが って追究す る段階を中心 と

した研究を進め ることに した。

学習過程の中にあ って 「追究 」の段階とは,単 元のね らいに迫 る学習問題に対 して,一 人

一人の児童が 多種 多様な方法で問題の解決 に当た ってい く段階 であ る。

この段階においての児童 に対す る働 きかけには次のよ うな難 しさがある。

①使用 させる資料や学習問題への迫 り方 などを限定 し過 ぎることで児童の追究活動が画一化

され,学 習問題 に対する追究意欲 を減退 させて しまう。

②個 々の追究活動 を全て容認す ることによ り学習の方向と内容 がね らいか らそれ,深 まりの

少ない学習で終 わ らせて しまう。

そ こで,本 分科 会で は,一 人一人の個性や追究 に対する意欲を尊重 しなが ら,社 会的事象

に対す る見方 ・考え方を深め るために,「 追究」の段階において,ど の ような視点で児童の

学習状況を評価 し,ど のよ うな支援 を した らよいか とい うことに焦点を当てて研究を進め よ

うと考えた。

II研 究のねらい

一 人一 人の児童が産業や国土の様子にっいて意欲的に追究 し
,自 分な りの見方 ・考え方を

深めて い くためには,ど の うよな評価や支援が必要であるかを明 らかにす る。

皿 研究の仮説

以上のよ うな点か ら,追 究段 階の評価 と支援を研究の中心 と して,次 の よ うな研究仮説を

設定 し,研 究を進 めた。

「一人一人の児童が産業や国土の様子にっ いて意欲的に追究 し,自 分 なりの見方 ・考え方

を深めてい くためには,追 究の段 階において,教 師 は一人一人の児童の学習計画 に対応 した
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資料を資料相互の関連 を考えて準備 し、児童が選択 した資料か ら思考の流れを 見取 り,資 料

活用に対す る助言や学 習方法に関す る相談な どを行 うことが必要であ る。」

IV研 究の内容

本研究 は 「追究の段 階1に おける評価 と支援 に しぼ りこんだ研究である。 しか し,こ の追

究の段階 において,一 人一人の児童が学習問題 に対 して意欲的に追究 し,自 分な りの見方 ・

考え方を深めてい くためには,追 究の段階にいたるまでの学 習が大変重要になることは言 う

まで もない。

そ こで,「 工業生産 と公害 」の実践を もとに 「学習過程J「 評価 と支援」にっいて研究の内

容をまとめる ことにす る。

1学 習過程 の各段階 における児童の活動 と評価の観点 ・支援の方法

問

題

に

気

付

く

段

階

4

梱日

主 な 学 習 活 動 評 価 の 観 点 支 援 等

①水俣病で苦 しむ患者の写真←児童の興味 ・感心 はどのよ一◇一人一人の児童の気付 きや

で,気 付いたことや疑問 に思 うな方 向性 を もって い る力 疑問を受け止あ る。

ったことを ワー クシー トに書 く関心 ・意欲 ・態度 〉 ◇ ワー クシー トに書かれた疑

き込む.問 を基に,児 童の思考に対応

②一番調べて見た いことを必一自分で調べ る問題に関す る一 した資料を準備す る。

要 な資料を選択 して調べ,自

分なりの方法でまとめ る。

資料 を選択 しようと してい

る。

〈資料活用 ・表現 〉 一◇資料の活用方法や読み取 り

方を助言する。

③調べて分か った ことを友達 一自分で調べた ことを友達の→◇典型事例である 「水俣病」

の発表内容 と関連 させなが ら

発表す る。

また,発 表 され た内容 をワー

クシー トに まとめ る。

意見 とどきように関連づけ にっいて構造的 に理解で きる

よ うと して いるか。 よう発表内容を整理 して板書

〈思考 ・判断 〉 す る。

一水俣病の原因や解決 までの一◇板書 され た内容 を参考にす

人 々の努力をワークシー ト るよう助言す る。

に まとめ る こ とが で きた

か。

〈知識 ・理解 〉
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問

題

を

明

確

に

す

る

-

間時

追

究

す

る

段

階

3

欄日

認

識

を

深

め

る

段

階

間

1

時

④全国の公害の状況を見て,← 学習問題を解決すべ き問題一◇学習問題が明確 になるよう

公害が全国的に広が って いる

ことに気付 くとと もに,F市

の状況か らこれか らさらに調

べ て い きた い問 題 を話 し合

い,学 習問題を明確にす る。

と して捉 え よ うと して い る

か 。

〈思考 ・判 断 〉

F市 の状況を認識で きるよ う

な助言をす る。

F市 を排気ガ スの多い町 に しないためにはどういう努力が必要か,

べてrF市 排気ガス防止対策会議」を開 こう。

オ

みんなで調

⑤学習問題 に対す る意見を も←どのよ うな考え方を しよう→◇児童 の思考の方向に対応 し

とに,友 達 と意 見交換 を しな

が ら学習計画表を作 る。

としているか。 また,ど の

よ うな内容の資料を必要 と

して いるか。

た資料を資料相互の関連を考

えて準備する。

⑧ グループや個人でF市 を排一学習問題 に対 して どのよう一◇資料を例示 し,学 習方法に

気ガスの多い町に しないため

の努力につ いて,選 択 した資

料 に書かれた内容 を もとに自

分の意見にまとめる。

な考えを もって迫 ろ うとし

ているか。

個 々の児童が選択 した

資料 はどの資料群 に属

す る ものか。

〈思考 ・判断 〉

資料 を考え広 めた り深めた

りす るために活用 してい る

か。

〈資料活用 ・表現 〉

ついての相談 に応 じる。

◇ 別の 資料 群 の 資料 の なか

で,っ なが りの ある資料を例

示 し,選択で きるよ うにす る。

◇ 同 じ資料群の中で,資 料相

互のっなが りに気付 くことが

で きるような助言をす る。

⑦F市 排気ガス防止対策会議一排気ガスを少な くす るため→◇話 し合いが うま く進め られ

を開 き,「誰が どのよ うな努力

をす ることが大切か」自分の

考えを もとに した話 し合いを

す る。

の工夫や努 力にっいて 自分

な りの考えを持 ち,自 分な

りの言葉で表現 しよ うとし

てい るか。

〈思考 ・判断 ・表現 〉

⑪対策会議を通 して分かった一対策会議を通 して自分の意

ことや感 じた ことを まとあ

る。

見や感想 と して付 け加わ っ

た り修正 された ことは何 か

く知識 ・理解 〉

るように話 し合 いの仕方や記

録の仕方を助言す る。
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2学 習過程の背景にあるものについて

11)「 学 習問題を明確 にする」までの過程でおさえておきたい内容

典型 となる事例 と して 「水俣病」を取 り上げ,個 々の疑問を追究 した内容を もとに公害

について下 に示 したような構造的な理解を図 り,学 習問題に迫 るための手がか りと した。

また,児 童にとって公害問題の解決 を身近で切実感のある問題にす るためにrF市 の大

気汚染」の事例を取 り上げ学 習問題を明確に意識で きるよ うに した。

一『 …一『一}水 俣病の原因 ・症状 一

巨 うしてこんなにな つたのか ・亡 くな つた人はいたか ・この人は亡 くな つて しまうのか

↓

解決のための努力

〈 ・は 個 々の 疑 問 〉

「 今はとうしているのか・誰がなおしたのか・今のほくたちは大丈亜 コ

〔2)r追 究の段階 」における評価と支援

学習問題に対 して一人一 人の児童が もった自分の 「意 見」を記入 した学習計画表か ら個 々

の意見を読み取 り,そ の意 見を深める上で必要 と思われ る資料を複数準備 し,児 童 自身が

選択 で きるように した。(児童 自身が資料収集や調査 ・見学 ・取 材等を行 うことは前提 と し

ている。)

〈個 々の意 見〉 〈個 々の意 見を追究す るための資料群〉
-Aグ ループ

灘 「 一

「市 役所 が 公害 の 恐 ろ しさを

知 らせるよ うにす るとよい。」

国はこれ までの反省に基ず いて環境基準を定め,そ れを守

る努力を して いることが調べ られる資料群

地方公共団体 は,国 が定めた法律を守 らせるために努力を
→

してい ることが調べ られる資料群

「企業が排気 ガスの 出ない

車 を開発す るとよい。」

→

Cグ ルー プ

企業は,国 が定 めた法律を守 る努力を して いることが調べ

られる資料群

「私たちが車の使用量を減

らすよ うにするとよい。J

→

Dグ ル ー プ

住民は自分たちの手で環境を守る努力をしていることが調

べられる資料群
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さらに,追 究 している児童の思考の流れ(ど のよ うな意 見を もと うとして いるか)を,

児童が選択 した資料か ら見取 り,意 見を深め,広 めていけるよ うに,他 の視点 か らの資料

を例示 した り,個 々の児童の意見が全体に分か るような表の掲示や情報交換 ・意 見交換の

場を設定 したりす るなど して,自 分の学習問題を自分な りの方法で追究 していけるよ うに

した、,

この ような個に即 した具体的な評価 と支援によ って,児 童の追究意欲 は持続 し,身 近な

公害問題にっ いての認識を深めてい くことがで きた。

V研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

児童の問題意識を尊重 し,社 会生活の意味にっいて 自分な りの見方 ・考え方 を深めたり広

めた りで きるようにす るために は,次 のよ うな評価や支援が必要であることが明 らかにな っ

た。

① 「問題に気付 く段階」では単元のね らいとなる概念 に気付 くことがで きるよ う,個 々の調

べ たい内容を もとに必要 な資料を準備 した り,個 々の調べた内容を構造的 に整i理で きるよ

うなワー クシー トの工夫を した りす る。 この ことが追究の活動を意欲的にす ることにな る。

② 「追究の段階」では,学 習問題 に対す る個 々の見方 ・考え方が深め られるよう児童 自ら必

要な資料を探す ことがで きるようにす ることを大切 にす ると同時 に,学 習計画表や学習問

題 に対す る話 し合いでの発言 内容か ら,一 人一人の児童の見方 ・考え方 を深めた り広げた

りで きるよ うな資料を資料相互の関連を考慮 しなが ら準備 し,相 談に応 じられるようにす

ることが必 要である。(資 料群 の設定 とその活用への支援)

③ 「追究の段階」では,「 児童の選んだ資料が,ど の資料群に属 しているか」 とい う観点で

個 々の学習状況を評価 し,個 々の 見方 ・考え方を深めた り,広 めた りす るために必 要な資

料の例示や情報交換 ・意 見交換 などの場の設定,個 々の意見の掲示などの支援を行 うこと

が大 切である。

2研 究の課題

学 習問題の性格 によって,児 童 の見方 ・考え方が どのよ うに深 まった り,広 まった りして

いくのかが予想 しに くく,資 料群 の作成が難 しくな るものがある。

どの単元において も,個 々の見方 ・考え方を深めた り広げた り,学 習内容を概念化 した り

で きるよ うな資料の在 り方や資料群を構成す るための方法にっ いて さらに研究を深め,児 童

の相談に柔軟に応 じられ るよう,そ れ らの多様化を図 る必要があ る。
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一研 究 主 題 一
〈第6学 年 分 科 会 〉 一一一一 一

一人一人の児童が
,歴 史的事象 について 自らの問題 を追 究 し,

自分な りの 見方 ・考え方を深めて い くための学 び合 う学習活動 と評価 ・支援の工夫

1

1研 究主題設定の理 由

児童 は,今 までの生活経験や学習の中か ら,歴 史的人物や地域に残 る史跡 にっ いての 自分

な りの 見方 ・考え方を身に付 けている。 そこで一人一 人の児童が 自らの問題 を もち,意 欲的

に追究 し,事 実 に基づいた時代の イメー ジを もっ とい う問題解決的な学習を繰 り返す ことに

よ って,歴 史的事象にっいての 自分な りの見方 ・考え方を一層深めてい くことがで きる。

歴史的事 象にっいての自分な りの見方 ・考 え方 は,児 童が互 いにかかわ り合 いなが ら学 習

を進め,歴 史的事象の意味やそれ ら相互の関連を考え,よ り広 い視野か ら時代を とらえてい

くことで,確 かな時代の イメー ジと して構築 されてい く。そのためには,資 料 についていろ

いろな視点か ら検討 した り話 し合いに活用 したりす ること,予 想や考えを出 し合 って 自分の

考えを見直 した り広げた り深めたりすることが重要である。 また,こ うした学習におけ る児

童の学習状況は,発 言や行動,態 度 など,学 習や生活の全体の中に現れ るため,教 師が一一人

一人の学習状況 を多面的,継 続的 に見取 り,評 価 ・支援を行 うことが重要であ ると考え る。

以上の ことか ら,学 び合う学習活動の工夫や評価 ・支援のあ り方 を研究の中心 として進 め

たいと考え,上 記の研究主題を設定 した。

II研 究 のね らい

一人一人の児童が,歴 史的事象にっいて自分な りの見方 ・考え方 を見直 した り広 げた り深

めた りす るために,児 童が互 いにかかわ り合 いなが ら進 め るr学 び合う』学習活動 と,評 価・

支援 のあ り方を明 らかにす る。

皿 研究の仮説

○児童の興味 ・関心 や問題意識を大 切に しなが ら,児 童相互のr学 び合 う』学習活動を問題

解決的な学習過程 に位置付 けることによ って,歴 史的事象にっいての自分な りの見方 ・考

え方を見直 した り広げた り深めた りしてい くことができる。

Or学 び合 う』学 習活動 の場面にお いて一人一人の学習状況を評価 ・支援す ることによ って,

歴 史的事象についての自分 なりの見方 ・考え方を見直 したり広げた り深めた りしてい くこ

とがで きる。
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IV研 究の内容 と方法

1歴 史的事象 について自分な りの見方 ・考え方を深める児童 の姿

本分科会で は,歴 史的事象 について 自分なりの見方 ・考え方 を深め ることがで きる児童の

姿を 「人物の働 きや文化遺産な どの事物 ・事象について,自 分 なりの見方 ・考え方を見直 し

た り,広 げたり,深 めた りしなが ら多面的 にとらえ,そ の時代の特徴を理解 することがで き

る子 ども」ととらえた。

一 歴史的事象 についての見方 ・考え方の深 まりの姿(育 てたい児童像) 一 一

①前の時代 と比較 ・関連付けて と らえる

③歴史的事象の契機,影 響をと らえる

⑤人物の果た した役割をっかむ

⑦ 歴史的事 象の意味を多面的 にとらえる

⑨ 自分 なりにその時代の イメージを もっ

②相互の歴 史的事象 を関連付 けて とらえる

④当時の様 々な人 々の気持や考えをとらえ る

⑥ 人物の願 いや苦労 に共感す る

⑧歴史的事象の意味 に対す る興味 ・関心 を もつ

⑩歴史の担 い手 としての 自分を見っあ る

自分 なりの 見方 ・考え方を 「見直 した り」 「広げた り」「深めたり」す ることは互いに関連

し合 っているが,こ こでは次のよ うにわけた。

○ 見直す一自分な りの見方 ・考え方を振 り返 り,吟 味す る。
1修 正1

0広 げる一自分な りの見方 ・考え方の視点を多面的にす る。
1補 充1-1深 化3

0深 め る→歴史的事象を他 と比較 した り,因 果関係を明 らか2

1変 更1
に した りして,自 分な りの見方 ・考え方をっ くる。

2児 童相互に学び合 うことの意義

自分な りの見方 ・考 え方を深めてい くためには,ま ず,一 人一人の児童の興味 ・関心,発

想,理 解の仕方な どの特性に応 じた指導や支援を行 い,学 習の個性化,個 別化を図 ってい く

ことが必要である。 そのためには,一 人一 人の児童が学習問題,学 習順序,学 習形態,資 料,

まとめ方などを自分で決める経験 を もっ ことが大切である。 それ は,そ れ らを自分で選択す

ることによ って 自分の見方 ・考え方 によい意味での こだわ りが生 まれるか らである。

こうした自分な りの こだわ りを もった児童が,互 いのよさに気付 き,練 り合い,磨 き合い,

深め合 うため には,児 童相互のr学 び合い』が必要である。学 び合 うヒ とによって,学 級 の

友達の様 々な発想や思考の仕方 を知 り,よ いと思われ るものを取 り入れ ることがで きるとと

もに,自 分の考えをよ りはっきりさせ ることがで きる。また,表 現の場が増 えることによ り

表現力を高め ることもで きる。 こう して,歴 史的な見方 ・考え方を深め ることができるよ う

にな る。つ まり,児 童の興味 ・関心 や問題意識を大切に しなが ら,学 習意欲を高ある学習過

程を組み,そ の中に児童が互 いにかかわ り合 いなが ら進 めるr学 び合 う』学習活動を位置付
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けてい くことによ って,児 童の見方 ・考え方を深 めてい くことがで きると考え る。

(1)学 び合 う学習活動 の位置付 け

一人一人の児童が,歴 史的事 象にっいて 自らの問題を追究 し自分なりの見方 ・考え方を深

めて い くためには,「 気付 き合 う」 ・ 「練 り合 う」 ・ 「磨 き合 う」 ・ 「深 め合 う」 といった

『学び合 う』学習活動 を,小 単元全体を通 した問題解決的な学習過程に即 して位置付 けてい

くことが必要であ る。

学び合いの活動 r学 び 合 う 』 学 習 活 動 の 観 点

歴史的事象についての気付 きを交換 し合い,自 分の気付 きを広 げる。そ

気付き合う の時代への興味 ・関心,問 題意 識を高め,進 んで調べよ うとす る意欲を

問 題 の 発 見 も つ 。

共通学習問題 についての予想を出 し合い,自 分の予想を修正 ・補充 ・変

練 り合 う
更,深 化す る。個別の学 習問題 を出 し合い,自 分な りの解決の見通 し(調

問題の明確化 べ る内容,学 習形 態,資 料,ま とめ方)を 明確 にす る。

追究内容 ・方法の情報交換を し,自 分の内容を見直 し,修 正 ・補充 ・変

磨き合う
更,深 化 し,多 面的な調べ活動を行い,事 実の関連 ・意味付 けをす る。

追 究 ね らい,調 べ方,ま とめ方に応 じた協働学習をす る。

友達の考 えを受け入れ,自 分の見方 ・考え方を1彦正 ・補充 ・変更,深 化

深め合う し,自 分 な りの時 代 の イ メー ジを もっ。 歴 史 への 興味 ・関 心 を高 あ,さ

概 念 化 らに調べよ うとす る意欲を もっ。

(2)学 び合 う学習活動の工夫

上記のr学 び合 う』学習活動 の観点に即 して,「 カー ドを使 った分類整理」,「共通 の資料

の読み取 り」,「資料の 自主選択」,「小集団による話 し合い」,「問題別学習 」,「方法別学習」,

「自分の考えの練 り直 し」などの活動を組 み入れるように した。

(3}一 人一 人のよさや可能性が生か されるような評価 ・支援

問題解決的な学 習過程において,一 人一人の児童の よさや可能性が生か され るよ うな温か

い肯定的な評価 と一体 にな った支援を行 う必要がある。そのために,評 価規準 ・評価項 目 ・

評価の視点を設定 し,児 童一人一人がどのよ うに自分 なりの見方 ・考え方を深めてい ったの

かを見取 り,評 価 ・支援 してい くように した。

また,評 価の方法 として,児 童の学習活動におけ る発言,つ ぶや き,表 情,行 動,姿 勢,

写真 ・録音 ・VTRの 記録,記 述,作 品 などの観察や分析を行 った り,あ るいは児童の 自己

評価 ・相互評価の活動 を学習過程の中に位置付けた り した。
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V実 践事例

一人一人の児童が,自 分な りの 見方 ・考え方を 見直 した り広 げた り深めた りす ることが

で きるよ うに,問 題解決の過程 に即 して児童相互がr学 び合 う』学習活動 を設定 した事例

小単元r生 活を変えた米作 り～吉野 ケ里のムラの人 々の くらし』

1本 実 践 に お ける観 察対 象 児F子 の 見 方 ・考 え方 の変容

[学 習 活 動][学 び合いの工夫][F子 の 見 方 ・ 考 え 方 の 深 ま り]

「

剛

題

の

発

見

吉 野 ヶ里 の ム ラ

の 全景 を 見て 書

き込 み,発 見を

す る。

1

←

共 通 の 資 料 を もと

に 一 人一 人 の気 付

きを 発 表 し合 う。

問

題

の

明

確

化

お 米 が あ るの で,縄 文 時 代 と比 べ て 食べ 物 に困 らな い

よ うに な った の で はな いか 。

↓

棚 や 高 い 櫓 は,敵 を 防 ぐた めの もの で は な い か。 縄 文

時 代 と違 って 危 な い時 代 。

溝,棚,高 い櫓

な どの 役 割 につ

いて 予 想 を話 し

合 い,共 通 学 習

問 題 を つ くる。

←

1

個 別 の 学 習 問 題

を 発表 し合 い.

明 確 にす る。

1

一 人 一 人の 予 想 を

全 体 で 話 し合 い,

練 り合 う。

1

r個別の学習問題

一覧表』を もとに

自由に情報交換を

羅州

溝 は 田 へ 水 を 引 くた め の 用 水 路

↓ 《考 え の 変 更 》

敵 が攻 め て きた と きに 溝 に 落 ちて は い上 が れ な い よ う

に す るた め の もの 。

←

追

究

学 習 問 題 別,追 究

方 法 別 な ど,必 要

に 応 じて グ ル ー プ

を 構 成 し,互 い の

情 報 を 交 換 し合 い

な が ら内容 を 磨 き

合 う。

/

《F子 の 個 別 の 学 習 問 題 》

① 争 い は 何 が 目的 で して い たか 。 溝 や高 い櫓 は争 い と

関 係 が あ るの か 。

② お 米 作 りは 何 が き っか けで 始 ま り.ど の よ うに 生 活

を 助 け た の か 。

③ 弥 生 時 代 の 道 具 は何 が 中 心 か 。

個 別 の 学 習 問 題

に そ って 調 べ る。

1

←

概

念

ヒf

調 べ た 内容 の 中 で

大 切 な こ とを 絵 図

に 示 した カ ー ドを

使 って 発 表 し合 い,

考 え を 深 め 合 う。

/

米 作 りが 伝 わ って 食 生 活 は安 定 した けれ ど,争 い の原

因 に な った 。

1

鉄 器 や 銅 器 欲 しさ に争 いが 起 こ っ た。

1

宮 室 に は ム ラオ サ が 住 ん で いて,米 作 り の指 導 や 神事

を して い た 。

共通学習問題に

ついて自分なり

の考えを出し,

吟味する。

←

1

米 作 りに よ って 人 々の 生 活 はだ いぶ 安 定 して きた 。 だ

が,米 作 りが 始 ま った ため に水 や 土 地 を め ぐ って 争 い

が 起 きた。 さ らに,鉄 や 銅 を 奪 うた め に も争 いが 起 き

た 。 また 身 分 の 差 もで き,ム ラオ サ は宮 室 と い う高床

式 の家 に住 ん で い た 。 この 時 代 は,米 ・鉄 ・銅 に よ る

争 いが 起 きた 時 代 とい え る。
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2本 実践 における見方 ・考え方 を深める活動の実際

(1)一 人一人が もつ予想 を全体 で話 し合 い,予 想を練 り合 った例 〈問題の明確化の過程〉

これは,吉 野 ヶ里のムラの全景図にある 「7「 棚」「高い櫓jr高 床式倉庫」等の役割 に

っ いて,一 人一 人が もつ予想を全体で話 し合 う活動により,考 えを変更 した場面であ る。

《「溝」の役割 にっいての全体 での話 し合 いの場面》

Cl・ 溝 は雨が降 った ときに雨水が流れるための もの。

C,・ 溝に水がためてあ り,棚 を越えてムラに人が侵 入で きないよ うにするための もの。

F子 ・それに反対。溝 は川の水を田に引 く用水路の役 目を していると思 う。

CS・C,君 に賛成で,溝 があれば棚を越えて入 って きた人 もはい上が るのに時間がかか

る。

T・ 溝の深 さが分かる写真と,実 際の深 さを提示す る。

F子 ・意 見を変えて,C、 君が言 ったよ うに,敵 が攻めて きたと き溝に落 ちてはい上がれ

ないよ うにするたあの もの。
」一一へm

W

《教師の評価》 《教師の 支援》

は溝の役割 について,「 敵 を防 ぐたあ

の」とい う意見に対立 し,「 田へ水を

用水路」 という考えを発言 した。水田

係付 けて予想 した と考え られる。 さら

溝の具体的な事実 か ら考え させたい。1

溝の深 さが分か る写真と実際の深 さの資料

を提 示 して,溝 の深 さを具体的にとらえる

ことがで きるよ うに した。 これによ って,

縦 防ぐ、という雄 の考えについて副

吟味で きると考 えた。

(2}個 別 に調べた ことを発表 し合 い,共 通学習問題についての考えを深め合 った例

〈概念化の過程〉

これは,個 別の学習問題にそ って調べ たことの中で,一 番大切だ と考え る内容を絵図 に

示 した"カ ー ド"を 使 って発表 し合 う活動によ り,考 えが深ま った場面であ る。

共通学習問題=「 吉野 ヶ里のムラで はとの ような くら しを していたのだろうか」

① 《F子 の 自分な りの考え》

米作 りによって人 々の生活 はだいぶ安定 して きた。だが,米 作 りが始 まったために,水

や米や土地 をめ ぐって争いが起 きた。 さらに鉄や青銅を うばうために も争 いが起 きた。 ま

た,身 分の差 も表れ,ム ラオサは宮室 とい う高床式の家に住んでいた。 このように,弥 生

時代 はお米を中心 と した時代だ と考え ま した。

d
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② 《T男 の墳丘墓にっいての発表》

ムラの外れの山は,な んとム ラの実力者が死んだ ときに作 られた墳丘墓 とい う墓だnそ

して,銅 剣や銅鏡 などの宝物が入っていて,こ れ は身分の差を表す ものだ った。

1

③ 《F子 の自分な りの考えの深 まり》

調べ られなか った墳 丘墓にっ いてT男 君の 発表を聞 いて,身 分の差を強調す るものだ と

い うことが分か った。 今まで宮室だけで身分の差を考えていたが,墳 丘墓か らも考え るこ

とがで きた。

れて,

VI研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

0共 通の学習問題か ら個別の学習問題を設定 し,調 べ る内容 学習形態,資 料,ま とめ方を

児童が選択 し学習の個別化を図 ることで,児 童 は自分の学 習問題に こだわ りを もち,意 欲的

に追究活動を進めることがで きた。

○学習過程の 「問題の発見」 ・ 「問題の明確化」 ・ 「追究J・ 「概念化 」の 各段階 に,「 資

料か ら気付いたことを発表 し合 う」,「学習問題の予想を話 し合 う」,「調べ た内容や方法の情

報交換や意見交換をす る」などのr学 び合 う』学習活動 を取 り入れ ることで,児 童は新 しい

情報 や自分と異なる考え方 に触 れ,自 分 なりの時代の イメー ジを修正 ・補充 ・変更,深 化 し,

自分なりの見方 ・考え方を深めてい くことがで きた。

○問題解決的 な学習過程に即 して評価の視点 を四観点 別に設定 し,児 童の学 習状況を評価す

ることにより,「 今 この児童 にはど抱な手 だてが必要なのか。」とい う支援の内容を具体化す

ることがで き,児 童の意欲的な追究活動や見方 ・考え方の深化を図ることがで きた。

2今 後の課題

0個 々の児童の歴史的事象にっ いての見方 ・考え方の深 まりの状況 を適 切に評価す るための

視点 や方法,及 びそれを生 か した支援の内容や方法 にっいて,今 後 さらに授業実践を通 して

深めていき,基 本的な在 り方を明 らかにする。

W 李
《教師の評価》 《教 師の支援》

「ムラの外れの山のよ うなと ころは

という自分の学習問題を調べ残 して

墳丘墓 を調べた友達の発表を取 り入

さらに考えを深め させたい。

"振 り返 りカー ドnに 「墳丘墓を調べた

の発表を聞 くよ うに」 と助言を書 き入

授業では,墳 丘墓の ことを調べた児童

絵を使 って発表す るよ う促 した。
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